
グリーンとルみふね 痴果性高齢者グループホーム外部評価結果

番 号 項 目
良くできてい
る できている 努力が必要 評価困難

〇理念の具体化
サービス理念や運営方針は、家庭的な環境の中で、利用者の能力や尊厳を尊重し
たケアを行うなど、グループホームの特徴を生かしたものになつている。

〇

O理 念の共有と実現
すべての職員が、ホームの理念にもとづき、常にその実現に取り組んでいる。 O

Oグ ルーブホームでの生活空間づくりの工夫
1号館 2号 館の間はホーム建設前より立っていた銀杏の木をそのまま残して作られたウッドデッキがお互いのユニットヘの通
路、まな板などの日光乾燥の場となっています。デッキにはテーブルや椅子も設置され温かい空間です。入居者とともに作成
した手芸や工作を壁面に飾 り、行事等で撮影した写真を展示しています。

O気 軽に入れる雰囲気づくり
入居者や家族が入りやすい、近隣の住民も訪ねやすいなど、玄関まわりや建物の

周囲が違和感や威圧感を感じさせないつくりになつている。
○

O家 庭的な雰囲気づくり
共用の生活空間 (玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、 トイレなど)を はじ
め、調度品や設備、物品や装飾が家庭的な雰囲気になっている。

O

○くつろげる場所の確保
居室以外に、自由に過ごせるような居場所がある。 ○

○居室の環境づくり
居室は、入居者一人ひとりの生活にあわせ、使い慣れた家具や生活用品、装飾品
等が持ち込まれるなど、安心して過ごせる場所となつている。

O

O入 居者の身体機能の低下を補 うことに配慮 した環境及び生活空間づ くり

○

O痴 呆症状に配慮した環境づくり
場所の間違いなどの混乱を防ぐための工夫がしてある。

O

○落ち着いた暮らしができる快適な環境づくり
入居者が落ち着いて快適に暮らせるように、音の大きさ、光の強さ、年おい、冷
暖房などに配慮してある。

○

O入 居者に対するケアを行ううえで工夫されていること
色々な活動を通じ、入居者に穏やかで喜びの有る生活を支援できるよう配慮しています。また残された機能を生かしながら、
一人ひとりの人格を尊重し、その人らしく生活していただけることを目標とした個別ケアを行つています。

O個 別 `具体的な介護計画の作成
アセスメン ト (評価)に 基づいて、入居者一人ひとりの状況に応じた具体的な介
護計画を作成するとともに、その計画の内容について入居者や家族に説明してい
る。

O

O介 護計画への理解と実践
すべての職員が入居者一人ひとりの介護計画を理解し、その介護計画に沿つたケ
アを行つている。

○

〇職員間での情報の共有
職員間での申し送 りや情報伝達を確実に行つている。また、重要事項について、
すべての職員に伝わる仕組みがある。

O

O入 居者一人ひとりの尊重
常に入居者一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーに配慮した言葉かけ
や対応を行つている。

○

O職 員の穏やかな態度
職員の態度がゆつたりしており、入居者への言葉かけなど、やさしい雰囲気で接
している。

〇

評価者 :NPOあ すなろ福祉サービス評価機構



グリーンとルみふね 痴呆性高齢者グループホーム外部評価結果

番号 目項
良くできてい
る できている努力が必要 評価困難

〇入居者のペースの尊重
ホーム側の決まりや都合で業務を進めていくのではなく、入居者が自分のペース
を保ちながら暮らせるように支えている。

○

〇入居者の意志の尊重
入居者一人ひとりが自分で決めたり希望を表したりすることを大切にしている。

O

O自 立への配慮
入居者の 「できること、できそうなことまについて、できるだけ手や口を出さず
に、見守つたリー緒に行うようにしている。

O

〇身体拘束のないケアの実践
すべての職員が、身体拘束についての正しい理解のもと、
を実践している。

身体拘束をしないケア O

○八居者と共同した食事の支度と後かたづけ
献立づくり、買い物、調理や後かたづけなどについて入居者と共同じて行う工夫
をしている。

O

O入 居者一人ひとりにあわせた調理方法 `盛り付けの工夫
入居者一人ひとりの咀暉 ・疎下等の身体機能や、便秘 ・下痢等の健康状態にあわ
せた調理をしているかどうか。また、盛り付けの工夫等を行つている。

〇

O家 庭的雰囲気の食事支援
職員が入居者と同じ食事を楽しみながら、食べこぼじ等に対する支援 B介助をさ
りtずなく行つているc

○

〇一人ひとりに応じた排泄支援
おむつをできる限り使用しないで済むように、入居者一人ひとりの排泄パターン
を把握 し、 トイレでの排泄や自立した排泄へ向けた支援を行つている。

○

○排泄時の不安や差恥心等への配慮
排泄の誘導や介助、失禁などへの対応は、入居者の不安や差恥心、プライバシー

に配慮して行つている。
O

○希望に合わせた入浴の支援
八居者が自分の希望に合わせて入浴できるように支援している。

O

〇希望に合わせた理美容院への利用支援
入居者の希望にあわせて、理美容院の利用を支援しているも

○

○プライ ドを大切にした整容への支援
入居者のプライ ドを大切にしながら、容姿や着衣の乱れ、汚れ等に対してさり1ず
なくカバーしている。

○

〇細やかな安眠のための支援
夜眠れない入居者には、 1日の生活リズムを通じた対策を取るなど、入居者一人
ひとりの睡眠のパターンを把握 し、安眠できるよう支援している。

〇

〇主体的な全銭管理に向けた支援
入居者本人が日常の金銭管理を行えるよう、入居者一人ひとりの状況に応じた支
援をしている。

O

Oホ ーム内での役割 コ楽しみごとの創出
入居者がホーム内での役割や楽 しみごとを見い出せるよう、家事や小動物の世話
など、一人ひとりに応 じた出番づくりをしている。

O

〇回腔内の清潔保持
入居者の状況に応じて、日の中の汚れや臭いが生じないよう、歯磨きや入れ歯の
手入れ、うがい等への支援、出血や炎症のチェックなど、日腔の清潔を日常的に支
援 している。

O

33 O身 体状態の変化や異常の早期発見、対応
入居者の身体状態の変化や異常のサインを早期に発見できるように努め、その状
況を記録に残 している。

O

O服 薬の支援
入居者の体調と使用する薬の目的や副作用、用法や用量を理解しており、入居者
が医師の指示に従つて服薬できるように支援 している。

O

〇緊急時の対処体制の整備
入居者のけが、骨折、発作、のど詰まり等の緊急時に職員が応急手当を行うこと
ができるようにしており、協力医療機関や消防、警察等とあらかじめ必要な事項を
取り決め、連携体制を整えている。

〇

評4面者 :NPOあ すなろ福祉サービス評価機構



ゲリーンとルみふね 痴果性高齢者グループホーム外部評価結果

番号 目項
良くできてい
る できている 努力が必要 評価困難

O地 域における入居者の生活支援
入居者が、ホームの中だけで過ごさずに、買い物や散歩、集会への参加など、積
極的に地域の中で楽じめるような機会をつくつている。

O

〇入居者家族のホーム訪間に関する配慮
入居者の家族が気軽に訪間でき、居心地よく過ごせるよう、ホームに来やすい雰
囲気をつくつている。

O

O入 居者家族との交流支援
入居者と家族とが交流できるように、食事づくり、散歩、外出、行事など、ホー

ムでの活動に参加する機会をつくつている。
O

〇事業所としての組織的取組状況
法人代表者及び管理者は、現場の状況をよく理解 して、職員と一体となって協力
してケアサービスの向上に取り組んでいる。

O

O入 居者の状態に応じた職員の確保
GHケ アに適 した資質を有する職員を採用するとともに、夜間を含め無理のない
職員の勤務ローテーションを組むなど、入居者の状態や生活の流れを支援するため
の人員配置を確保している。

O

O事 故防止の対策
けが、転倒、窒息、意識不明、行方不明等の緊急事態が発生 した場合には、すべ

ての職員が的確に対応できる体制を整えているとともに、再発防止対策を検討し、
サービスの改善を図つている。

O

O入 居者家族からの意見や要望を引き出す工夫
入居者の家族が、気がかりなことや意見、要望などを気軽に伝えたり相談したり
できるように、家族の面会時の声かけ、定期的な連絡等を積極的に行つている。

○

O地 域の人々との交流
入居者と地域の人々との交流のための取組みを行つている。

〇

O地 域社会への貢献
痴果の理解や閥わり方についての相談への対応や教室の開催、研修生やボラン
ティア等の受入れなどヽグルニプホーム運営上培つた知識や経験、技術などを地域
社会に提供しているc

○

〇本一ム全体の雰囲気
自然と温泉と入居者の実顔と明るいスタッフが魅力のグループホームです。
訪問すると一人の入居者が嬉しそうに散歩に出かけようとしておられ、横には自然に寄り添うスタッフの姿がありました。リ
ビングでは入居者とスタッフの楽しそうな語らいや歌声が聞こえたり、昼食の用意をされていたりとそれぞれが自由に過ごさ
れていました。自由な過ごし方や楽しそうな語らいの中に

“
明るく 楽 しく 優 しく

"の
理念が反映され、スタッフの関わり

の良さが伝わ ります。スタッフは経験と資格により自信に満ちたケアを行い、又研修会への参加等日々自己研鎖されていま
す。                              ｀

0総 賠輌な評4山
入居者の楽しみ事支援の多さ、例えば全員でのちぎり絵や卵の殻細工、入居者 ロスタッフの若かりし頃の写真を持ち寄つての
思い出のアルバム展等色々なアイデアを常に出し合い、入居者の満足となるホームでの生活に努力されています。ホーム内で
の行事に限らず、日々の様子などこまめに入居者の様子を写真に撮られ、アルバムとしたり、掲示したり、又ホーム便りへの
掲載は地域へ向けた発信及びご家族へ安心感を与えています。
人材育成は重要な任務であると認識のもと、積極的に実習 B研修生の受入に努められ福祉を目指す若者に学びと体験の場を提
供しておられます。若者が実習や研修で福祉活動を終わらせることが無いように、今後は勤務提供の場として考えていただけ
たらと思います。

O優 れている点
事業計画書を作成し年間行事の計画や目標を持ち、又日常生活においてはスケジュール化することなく、入居者とスタッフの
明るくのびのびとした曽みがあります。
併設施設との連携やグループホームとしての体制も確立し、併設施設に頼るだけでなく、グループホームもできる事 (例 :併
設施設の洗濯物たたみ等)を 楽しみながらやっておられます。
補助金は入居者に還元していかなければならないと、入居料金も安 く設定されています。たぶん県下一の安さではないでしょ
うか。                                          1
月 1回 出されるホーム便 り

“
緑の丘
"は
ホーム内での活動や入居者の表情や様子又スタッフの心遣いが手に取るように分か

り、次号が待ち遠しくなるようなものです。このホーム便 りを地域福祉を担うものとして家族や民生委員他多数に継続的に配
布されており、この取組が高齢者福祉、特に認知症についての発信源となつています。

○努力が望まれる点
全体的にはよいケアの取組があります。ただひとつ書類へのご家族のサインや捺印がもれていたことです。説明の必要な書類
の同意書は署名捺印があればよいと思います。      |
職員はキャラバンメイ トにも協力意向を出されており、地域の方々に対して自分たちの培つたものを違元しようと意気込みも
あり、ぜひ地域の方々に認知症予防の発信源となつていただき、又町と連携して認知症介護 ・予防教室等の計画もあり、今以
上に地域福祉の拠点として、地域福祉を支えていただきたいと思います。

評価者 :NPOあ すなろ福祉サービス評価機構


